
資料２—１

各種調査結果について
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①介護予防・日常生活圏域ニーズ調査（国様式）

②在宅介護実態調査（国様式）

③高齢者の健康づくり等に関する実態調査（市独自）

④介護保険サービス等に関する実態調査（市独自）

⑤認知症になっても安心して暮らせるまちづくりアンケート

《当事者》（市独自）

⑥認知症になっても安心して暮らせるまちづくりアンケート

《家族等》（市独自）

第10期計画策定に向けて実施したアンケート調査
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アンケート調査の概要



① 介護予防・日常生活圏域ニーズ調査（国様式）
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目的 要介護状態になるリスクの発生状況、各種リスクに影響
を与える日常生活の状況を把握し、地域の抱える課題を
分析する。

調査対象 要介護認定を受けていない65歳以上の市内在住者
1,560名
（市内13の日常生活圏域から各120名の無作為抽出）

調査方法 郵送による配布、郵送・Ｗｅｂ併用回収

有効回答数 1,020件（有効回答率 65.4％）
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目的 要介護者の在宅生活の継続、介護者の就労継続に有効
な介護サービスのあり方を把握・分析する。

調査対象 要支援・要介護認定を受け、在宅で生活している
市内在住者

調査方法 認定調査員による聞き取り

有効回答数 626件

② 在宅介護実態調査（国様式）
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目的 介護予防や健康づくり、社会参加の状況等について聴取
し、地域の課題・ニーズを把握・分析する。

調査対象 要支援・要介護認定を受けていない65歳以上の
市内在住者 1,950名
（市内13の日常生活圏域から各150名の無作為抽出）

調査方法 郵送による配布、郵送・Ｗｅｂ併用回収

有効回答数 1,154件（有効回答率 59.2％）

③ 高齢者の健康づくり等に関する実態調査（市独自）
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目的 介護保険サービスの利用実態、今後の生活に対する

考え方等を聴取し、地域の課題・ニーズを把握・分析

する。

調査対象 要支援・要介護認定を受けている65歳以上の
市内在住者 1,950名
（市内13の日常生活圏域から各150名の無作為抽出）

調査方法 郵送による配布、郵送・Ｗｅｂ併用回収

有効回答数 1,105件（有効回答率 56.7％）

④ 介護保険サービス等に関する実態調査（市独自）



8

⑤⑥認知症になっても安心して暮らせるまちづくりアンケート

目的 認知症の人及び家族の声を尊重し、「新しい認知症観」に基
づいた施策の在り方を検討する。

調査対象 ⑤市内に在住している認知症もしくは軽度認知障害（MCI）の方
⑥認知症もしくは軽度認知障害（MCI）の方を支援するご家族等

調査方法 郵送による配布※、郵送・Ｗｅｂ併用回収

※関係機関を通じて依頼
（地域包括支援センター、ケアマネジャー、
 グループホーム連絡協議会、認知症カフェなど）

有効回収数 ⑤ １６７件
⑥ １５８件
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主なアンケート調査結果
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〇認知機能・社会参加の低下が年代上昇とともに顕著

認知機能低下のリスクがある人が全体平均で40.3％該当し、年代が上がるほど該当者も増加して

います。また、高齢者の社会活動に関する項目も年代が上がるほど「していない」が増加傾向に

あります。

【認知機能低下リスク該当者】

男性 (98) (126) (146) (126) (59)

女性 (69) (92) (115) (81) (54)

(　）内は有効回答数

31.6
31.0

37.0

47.6

50.8

34.8

38.0

36.5

55.6
53.7

40.3

30.0

40.0

50.0

60.0

70.0

65～69歳 70～74歳 75～79歳 80～84歳 85歳以上

男性 女性 全体平均

（％）

【社会的役割（高齢者の社会活動）低下リスク該当者】

男性 (96) (123) (139) (124) (55)

女性 (68) (91) (114) (82) (55)

(　）内は有効回答数

79.2

66.7

64.0

71.8

92.7

66.2 64.8

66.7

76.8

76.4
71.0

60.0

70.0

80.0

90.0

100.0

65～69歳 70～74歳 75～79歳 80～84歳 85歳以上

男性 女性 全体平均

（％）

① 高齢者の生活実態等に関する調査
（介護予防・日常生活圏域ニーズ調査）
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〇地域活動への「参加意向」はあるが、「企画・運営」への参加は消極的

「是非参加したい」「参加してもよい」が49.3％と一定の参加意欲はありますが、企画・運営で

は「参加したくない」が56.9％と過半数を占めています。

【地域住民の有志による健康づくり活動や趣味等のグループ活動への参加意欲】

是非参加したい 参加してもよい 参加したくない 既に参加している 無回答

令和７年度調査
（ｎ＝1020）

令和４年度調査
（ｎ＝926）

5.7

5.5

43.6

45.7

38.1

37.5

3.5

3.6

9.0

7.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

【地域住民の有志による健康づくり活動や趣味等のグループ活動への活動に企画・運営としての参加意欲】

令和７年度調査
（ｎ＝1020）

令和４年度調査
（ｎ＝926）

2.0

2.3

29.4

29.4

56.9

57.7

2.5

2.8

9.3

7.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

是非参加したい 参加してもよい 参加したくない 既に参加している 無回答

① 高齢者の生活実態等に関する調査
（介護予防・日常生活圏域ニーズ調査）
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〇介護者の負担は「認知症状への対応」「外出の付き添い」が中心

「認知症状への対応」が22.3％で

最も多く、「外出の付き添い」が

21.1％となっています。

前回調査より割合が減少していま

すが、依然上位となっています。

％

認知症状への対応

外出の付き添い、送迎等

夜間の排泄

屋内の移乗・移動

22.3

21.1

12.7

12.0

29.5

33.9

13.7

17.4

0 10 20 30 40

【主な介護者が不安に感じる介護等】

令和７年度調査

（回答者数 = 502）

令和４年度調査

（回答者数 = 505）

〇働く介護者は勤務調整が増加し、半数以上が「問題はあるが続けられる」と回答

勤務調整（短時間勤務・休暇

取得）が増加しており、「問

題はあるが、何とか続けてい

ける」が前回調査より増加し、

54.9％となっています。

問題なく、続けていける 問題はあるが、何とか続けていける

続けていくのは、やや難しい 続けていくのは、かなり難しい

主な介護者に確認しないと、わからない 無回答

【仕事を継続しながらの介護】

回答者数 =

令和７年度調査 224

令和４年度調査 215

25.4

29.8

54.9

44.7

3.1

5.6

1.3

2.8

4.9

7.9

10.3

9.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

② 在宅介護実態調査
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〇趣味や娯楽、働くことに対する意欲は高いも
のの、「今後やりたいことは特にない」も高い

「仲間と行う趣味や娯楽の活動」の割合が28.9％

と最も高く、次いで「働くこと（家事含む）」の

割合が21.8％となっていますが、一方で「特にな

い」の割合が34.0％と増加しています。

％

仲間と行う趣味や娯楽の活動

校区コミュニティや自治会の活動

老人クラブ、老人会、シニアクラブの活動

人の役に立つこと（ボランティア）

働くこと（家事含む）

学習や教養を高めるための活動

スポーツに関する活動

介護予防、健康づくりのための活動

オンラインでの様々な活動

その他

特にない

無回答

28.9

4.2

6.9

11.9

21.8

16.6

14.6

15.2

4.7

2.3

34.0

7.4

26.7

3.2

3.6

10.4

19.5

13.7

13.5

12.4

4.4

1.4

26.7

18.6

0 20 40 60 80 100

【今後やってみたいと思う活動】

令和７年度調査

（ｎ＝1,154）

令和４年度調査

（ｎ＝839）

〇今後やってみたいと思う活動が特にない理由
は、「関心がない、特に意識したことがな
い」が最多

「関心がない、特に意識したことがないため」

の割合が47.7％と最も高く、次いで「身体的に

無理な状況のため」の割合が15.8％、「きっか

けがない、情報がないため」の割合が14.5％と

なっています。

【今後やってみたいと思う活動が特にない理由】

ｎ＝ 392 ％

時間がないため

何をしていいか分からないため

きっかけがない、情報がないため

近所に通いの場がないため

一緒に取り組む仲間がいないため

身体的に無理な状況のため

経済的に難しいため

交通手段がないため

関心がない、特に意識したことがないため

その他

無回答

12.8

11.2

14.5

5.6

10.7

15.8

7.7

6.9

47.7

8.2

5.9

0 20 40 60 80 100

③ 高齢者の健康づくり等に関する実態調査
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〇高齢者同士の支え合いに一定の意欲がある人は約半数いるが、加齢とともに「できない」人が増加

「必要があればしてみたい」が45.9％と高いものの、年代が上がるほど「してみたいが、時間的

制約・身体的理由等のためできない」が増加しています。

【高齢者同士の支え合いによる生活支援活動への参加意向】

してみたい 必要があればしてみたい

してみたいが、時間的制約・身体的理由等のためできない したくない

その他 無回答

令和７年度調査
（ｎ＝1154）

令和４年度調査
（ｎ＝839）

3.8

2.9

45.9

45.6

17.2

13.8

19.2

21.2

5.2

9.9

8.6

6.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

【
全
体
】

65～74歳
（ｎ＝510）

75～84歳
（ｎ＝536）

85歳以上
（ｎ＝108）

3.5

3.5

6.5

49.0

47.2

25.0

14.5

18.3

25.0

22.5

16.2

18.5

4.7

5.2

7.4

5.7

9.5

17.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

【
年
代
別
】

③ 高齢者の健康づくり等に関する実態調査
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〇在宅希望者のニーズは訪問介護・福祉用具・
デイサービスが中心

「訪問介護（ホームヘルプ

サービス）」が57.5％で最多

となっています。

％

訪問介護（ホームヘルプ
サービス）/予防訪問事業

訪問入浴介護

訪問看護

訪問リハビリテーション

通所介護（デイサービス）
/予防通所事業

通所リハビリテーション
（デイケア）

短期入所（ショートステ
イ）

居宅療養管理指導

福祉用具貸与

福祉用具購入費の支給

住宅改修費の支給

生活援助訪問事業

57.5

22.4

40.1

36.1

48.5

23.7

16.7

18.7

50.2

34.8

26.4

24.1

54.2

26.0

42.2

40.6

41.7

27.6

17.7

20.8

50.5

29.7

31.8

17.2

0 20 40 60 80 100

％

活動移動支援事業

通院等移動支援事業

教室型通所事業

リハ職訪問通所指導事業

リハ職行為評価事業

栄養士派遣指導事業

認知症対応型通所介護（認
知症専用デイサービス）

小規模多機能型居宅介護

看護小規模多機能型居宅介
護

定期巡回・随時対応型訪問
介護看護

夜間対応型訪問介護

無回答

14.0

21.4

12.4

19.7

10.7

7.0

11.0

8.0

7.4

12.4

9.0

3.7

16.1

29.7

10.9

15.1

10.9

7.3

－

6.3

6.3

15.1

－

4.7

0 20 40 60 80 100

【受けたいサービス】

令和７年度調査

（ｎ＝299）

令和４年度調査

（ｎ＝192）

④ 介護保険サービス等に関する実態調査
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〇施設入所希望の理由は“家族の介護負
担軽減”が最多

「家族の介護負担を軽くするため」

が60.5％で最多となっており、前回

調査から増加傾向にあります。

％

バリアフリー化した施設で暮らしたいため

施設のほうが、24時間スタッフがいて安心して暮
らせると思うため

重度化したら、家族介護及び現在の在宅サービス
のメニュー・内容では対応できないと思うため

家族の介護が望めないため

家族の介護負担を軽くするため

施設に入所した方が経済的負担が少ないため

その他

無回答

16.7

57.9

45.6

21.1

60.5

13.2

0.9

12.3

15.3

65.3

43.1

22.2

52.8

19.4

4.2

9.7

0 20 40 60 80 100

【特別養護老人ホームなどに入所したい理由】

令和７年度調査

（ｎ＝114）

令和４年度調査

（ｎ＝72）

〇安心して暮らすために必要なサービス
は“緊急時対応”と“見守り”が中心

「緊急連絡先等の情報を事前に登録

できるサービス」が37.0％で最多、

「定期的な見守り・安否確認」が

30.1％となっています。単身高齢者

の増加を背景に、見守り・緊急対応

のニーズが高い傾向にあります。

ｎ＝ 1,105 ％

「もしもの時」のために緊急連絡先等の情報を
事前に登録できるサービス

電話や訪問による定期的な見守り・安否確認を
行うサービス

入退院時の付き添いや、手続き等を支援する
サービス

ご自身の葬儀や納骨、家財処分について、事前
に契約を行うサービス

金銭管理の他、通帳等の重要書類を預かるサー
ビス

その他

無回答

37.0

30.1

29.1

12.3

5.7

4.9

31.4

0 20 40 60 80 100

【安心して歳を重ねるために必要と思うサービス】

④ 介護保険サービス等に関する実態調査
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〇必要なサポートは“話し相手”“外出付き添い”“見守り”が中心

「話し相手28.1％」「外出付き添い28.1％」「見守り25.7％」が高い傾向にあります。

〇市に求める施策は“相談体制づくり”が最多で、施設整備・見守り体制も強いニーズ

「気軽に相談できる体制づくり21.0％」が最多で、「施設整備16.2％」「サポーターによる支援、

見守り体制12.6％」が高い傾向です。

【認知症の人も暮らしやすい社会のために必要なサポート】

ｎ＝ 167 ％

話し相手

声かけや見守り

外出の付き添い

家事等の手伝い

認知症の人や家族が交流できる場

近隣住民の認知症への理解

コンビニや公共交通機関等の認知症への理解（親
切な接客や道案内等の認知症への理解ある対応）
家族・介護者が買い物等、ちょっとした用事があ
る際に本人を見ていてくれる人／制度

地域コミュニティの中での居場所

その他

特にない

無回答

28.1

25.7

28.1

13.8

3.6

10.2

2.4

12.0

7.2

4.2

16.2

16.8

0 20 40 60 80 100

【認知症施策として市に取り組んで欲しいこと】

ｎ＝ 167 ％

認知症当事者やその家族を地域のサポーターが支
援する仕組み

早期発見・早期支援のための仕組みづくり

認知症の正しい知識や理解を深めるための啓発

認知症の人や家族が交流できる場（オレンジカ
フェ・ピアサポート・本人ミーティング等）

認知症の人の見守り体制の充実

成年後見制度の利用促進

若年性認知症（64歳以下の発症）に対する支援

グループホームや特別養護老人ホーム等の施設整
備
介護や生活等、困ったことを気軽に相談できる体
制づくり

認知症予防等につながる健康づくり教室の充実

その他

特にない

無回答

12.6

9.6

3.0

4.2

12.6

3.6

2.4

16.2

21.0

6.6

1.2

28.1

28.1

0 20 40 60 80 100

⑤ 認知症になっても安心して暮らせるまちづくり
アンケート(当事者)
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〇必要なサポートは「話し相手」「見守り」「外出支援」が中心

「話し相手（37.3％）」「見守り（35.4％）」「外出付き添い（29.7％）」が高い傾向にありま

す。

○市に求める施策は「サポーターによる支援」「施設整備」「見守り体制」が上位

「サポーターによる支援42.4％」「施設整備38.6％」「見守り体制32.3％」「気軽に相談できる

体制づくり31.0％」が高い傾向です。

（ｎ＝ 158） ％

話し相手

声かけや見守り

外出の付き添い

家事等の手伝い

認知症の人や家族が交流できる場

近隣住民の認知症への理解

コンビニや公共交通機関等の認知症への理解

家族・介護者が買い物等、ちょっとした用事があ
る際に本人を見ていてくれる人／制度

地域コミュニティの中での居場所

その他

特にない

無回答

37.3

35.4

29.7

21.5

10.8

19.0

6.3

27.2

12.0

1.9

1.3

16.5
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【認知症の人も暮らしやすい社会のために必要なサポート】 【認知症施策として市に取り組んで欲しいこと】

（ｎ＝ 158） ％

認知症当事者やその家族を地域のサポーターが支
援する仕組み

早期発見・早期支援のための仕組みづくり

認知症の正しい知識や理解を深めるための啓発

認知症の人や家族が交流できる場（オレンジカ
フェ・ピアサポート・本人ミーティング等）

認知症の人の見守り体制の充実

成年後見制度の利用促進

若年性認知症（64歳以下の発症）に対する支援

グループホームや特別養護老人ホーム等の施設整
備
介護や生活等、困ったことを気軽に相談できる体
制づくり

認知症予防等につながる健康づくり教室の充実

その他

特にない

無回答

42.4

17.7

17.1

8.2

32.3

4.4

1.9

38.6

31.0

10.1

1.9

3.2

12.7
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⑥ 認知症になっても安心して暮らせるまちづくり
アンケート(家族等)


	スライド 1: 各種調査結果について 
	スライド 2: 第10期計画策定に向けて実施したアンケート調査
	スライド 3: アンケート調査の概要
	スライド 4: ① 介護予防・日常生活圏域ニーズ調査（国様式）
	スライド 5: ② 在宅介護実態調査（国様式）
	スライド 6: ③ 高齢者の健康づくり等に関する実態調査（市独自）
	スライド 7: ④ 介護保険サービス等に関する実態調査（市独自）
	スライド 8: ⑤⑥認知症になっても安心して暮らせるまちづくりアンケート
	スライド 9: 主なアンケート調査結果
	スライド 10: ①　高齢者の生活実態等に関する調査 　　（介護予防・日常生活圏域ニーズ調査）
	スライド 11: ①　高齢者の生活実態等に関する調査 　　（介護予防・日常生活圏域ニーズ調査）
	スライド 12: ②　在宅介護実態調査
	スライド 13
	スライド 14
	スライド 15
	スライド 16
	スライド 17
	スライド 18

